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私の研究分野である生物工学は英語で言えばバイオテクノロジー
ということで、耳にすることが多い分野であると思います。バイオ
テクノロジーとは生物そのものや生物が作り出すものの機能を利用
して、ライフサイエンスの様々な分野に応用することであり、様々
な学問分野を結びつけてイノベーションを生み出す学問である。私
たちの研究室ではカイコを用いた組換えタンパク質生産を行ってお
り、研究室で開発したBmNPVバクミドを利用して、現在までに様々
な組換えタンパク質の生産に成功している。現在は、カイコを用い
たヒト由来タンパク質やウイルス様粒子（VLP）生産とその解析・
応用の研究を行っており、さらにBmNPVバクミドタンパク質発現
系の改良も行っている。
⑴　カイコ-BmNPVバクミド発現系の改良
⑵　BmNPVディスプレイ法の開発とその応用
⑶　カイコを用いたヒト由来組換えタンパク質生産
⑷　カイコを用いたウイルス様粒子（VLP）の生産

現在までに様々な組換えタンパク質生産法は確立されてきている。その中でも、現在研究を行っているカイコ
を用いた組換えタンパク質生産法は、カイコの持つ高タンパク質生産能は突出しており、またカイコの飼育のし
やすさから、組換えタンパク質の大量生産に非常に向いていると考えられる。しかし、現在までに広く利用され
ているとはいえず、より簡便に利用していくためには更なる改良が必要とされる。これらのカイコを利用した組
換えタンパク質生産法の課題を解決していくとともに、生産した組換えタンパク質やウイルス様粒子、バキュロ
ウイルス粒子を様々な分野に応用してくことを考えている。今の研究が少しでも社会の役に立てることができる
ように、さらに研究を進めて行きたい。

外部資金獲得状況：
科学研究費補助金若手研究（B）「カイコを用い
たヒト由来タンパク質のハイスループット発現・
精製システムの開発」（2011-2013）、科学研究費
補助金若手研究（B）「カイコを用いたヒト由来
タンパク質のハイスループット発現・精製システ
ムの開発」（2014-2015）。

学会等：
日本生物工学会中部支部庶務幹事（2013-2014）、
日本生物工学会中部支部幹事（2015-）。
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